
せいげんこう

定方式には理論生計ïl't と 笑態生計'l'i とがある。

日本悶布鉄道法(第 28 条第 2 ~買)により ， 国鉄職ぬの給与は生

計引をも考l也して定めなければならないので， 昭和 24 ・ 5 国鉄

職員生計調査規程が制定され，これによって突施しているのが

現行の生計調査であって， 職員の生青|の実態を剥:rt し諸施策に

資するのを， その目的 としている 。

国鉄における生計調査は， 失態生青j'Q'1 の弘I~査であって職員の

生活'J-f ll必をそのま ま生活内谷として受けとり，他の資料と対比

したり，あるいは極々の角度から総合分析等の観祭を行うこと

ができるもので，賃金決定の基礎資料ともなし得るものである。

国鉄における第 1 回の調査は， 11日和 15 ・ 9 から翌日・ 8 までの

1 箇年間の実態調査であり，その後は戦時中のため中止した。

太平洋戦争直後代金の上昇が物(i町の勝勢に追いつかない!時刻lに

迦過したので，生計段を調査して家計の突態をは出し，これに

もとづいて賃金や物価対策その他に貸すベ〈本調査を再開し，

Ilfl和 22 . 4 '.ぷ地以降引続き今日に及んでいる。

制査はIIfl利 22 年度 600 j止刊， 翌 23 生jô lli以降は 2，000 1出Pi を

その対象として行われ，その約 1 訓は&Ìl身者である。剥査の結

~~は月報または年報で発表されている。

1113和 29 年度以降の国鉄職員の生計'9:lJ邸主前ベー ジの表のと

おりである。(岩淵iW孝)

せいげんこうばい 制限勾配 (英) ruling grade 俄|刻車が全

能力を発jíjl して ， 最大の両数を*f.l l(けんいん)して， 所定の最

低迷皮で無限にのぼり得る勾配。

機|共pjïが変引し得る最大雨数は，勾配 ・ Jlb線などの低抗によ

って支閲されるが，勾配の緩急がことに大きく l必轡する。した

がって確引し得る最大雨数は， 当該線中のI位急勾配によって制

限を受ける場合が多い。しかしその赦~~勾回目の延長が灼く ， か

っその最急勾配のふも との速l立が大であれば，列車の惰力で突

破し旬るから， その場合は制限勾配にならない。 (iffJ陥浩二)

せいげんしんごうげんじせつぴ 制限信号現示設備 地 F

鉄道のい号保安設備で， 列車のi品定を防止するために考案され

たものて'ある。この信号の現示は，上f立政色灯と下位黄色灯の

2 灯で 1 つの#!示としている。すなわち地上の鉄道て'使用して

いる得滅的号と同ーの現示である。この信号貌示は，列車の L速

度を制限せよ 1 という条件を指示するため制限信号現示といっ

ている。!ll.示は主主戒信号と同じであるが， 非常に巡 った設備が

しである。それは地下鉄道には， 閉そく区間の始端にすべて自動

列11工作止装↑白が設備されているため， その列車停止機(打子)と

#!示を |刻 ìili させていることである。どのように以l iili させて列車

の速度を制限し ，jf!!I走を防止させているかを図によ っ て説明す

ると ， 関の YYとあるのが制限信号現示である。この説示のと
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きは， (";>1七憾(打子)は起立している。この状態 (Aj翠)のと

き，列車が l つ手前の信号機 No.1 を越えて， 信号俄 No， 2 の

YY 現示をみ， 速度を制限して規定速度以 Fで五li伝すれば， す

なわち一定H寺聞が経過すると ， 信号畿の現示が制限 (YY) から

注n(Y) となり ， 列車停止機(打子)も起立から伏せの状態と な

り ，(B 区j) ，列車はつぎの閉そく区聞をYの条件で巡転できる

ようにな っている。しかしもし誤って制限信号を無視して ， 速

度を制限しないで巡伝すれば，列車は停止殴打子に触れて自動

的に停止させられる。このような設備を制限伝号~示設備とい

う。この設備は場内信号機とか， 勾配にう，;n、) 区間の手前J ま

たは勾配区間中の閉そく信号俄などに設備されている。またつ

ぎの信号般の現示が制限 (YY) であることが l つ手前の信号緩

から分ると ， 運転にはたいへん便利て'あるため，普通 YY現示

のときは 1 つ手前の信号様に滋速信号 (YG) をm示させてい

る。ー-" l 'I 1f!iJ列車停止装置。(三田村納三郎)

せいごう 整合 (無線関係の) 空中線で能率良< 41?皮が梁っ

ているかどうか， また空中線と無線般を結ぶき'tlï紋が能率良く

11iì!!iを吸せて紛 llr しているかどうかは， ヲミ洲または計算で判る

が， ヲミ洲や計 JXで~中級とき電線に食違い，無線峻とき電線に

食i主いの値がでたJ~~合に， 両者の聞に 1 つの回路網を取付けて，

相違する他を制整し合わせて行くことが必主主である。この合わ

せて行く方法には極々あるがこれを整合と L、う。したがって無

線機とき電線，き電線と空中級の聞には整合問路が必要である。

(柴内五n!1)

せいさこう 静砂工 砂防造林に当り砂の安定をはかるために

行われる i持砂担，桜砂工のこと。飛砂をiゆ定させ， 幼齢木の保

護を目的に 1'fわれるもの。使期される材料はすのこ ・ わら ・ 麦

わ ら ・ そだ ・刈革等で，使用材料の名称を付 してそだ立工ある

いはわら紋磁工等と呼ばれる場合が多い。(高村義次)

せいさんせん 西讃線 香川県三笠郡観音寺IIIJ ・ 蛾浜ブJ聞と悶

Uf~十 l' 多度1部普通寺IIIJ および琴平町等を結ぶ図飲自動車路線であ

って所行する自動llï営業所は岡県三遊1111観音寺IIIJにある。

1 区間 ・ キロ程および沿1(i.

[国語T本線観音寺 ・ 琴平 23 km IIfl11 ・ 2 ・ 25 開業

観音寺 ・ 観音寺海水

浴場 2 

観音寺 ・ 観音寺港 2 

1.!! .. ~沢総 財庇!大野・強浜 10 

千f(>j並寺線 ーノ谷 ・ 普通寺 16 

六ノ坪 ・ *山 l 

ーノ谷 ・ 六ノ坪 13 

仁尾似 観音寺 ・ 普通寺大通 26 

{二尾 ・ :偲烏波船場

111:1 11 ・ 2 ・ 25

11日 25 ・ 5 ・ 10

IIfl ll ・ 11 ・ 21

11日 1 2 ・ 8 ・ 1

IIfl29 ・ 11 ・ l

1I{5 3 1 ・ 11 ・ 1 9

(HH 128・ l
1I{5 19 ・ 10 ・ l

1I{5 1 2 ・ 8 ・ 1

仁尾 ・ 生息 1 I問 3 1 ・ 4 ・ 25

2 営業範凶

旅客 ・ 手小荷物および貨物を取扱っている。

3 使命

鉄道の羽Iì助，地方産業文化の発展助長の使命を有する。

4 特長 1_ . _ ..・ ω ,. &.・
瀬戸内海国立公闘

に間し，気候1/;，11援地

味ゆたかで， 沿線に

はぬ産物の収舷多く

また内海から海産物

食取得のi釦日が多い。

沿線には琴引i公園，

仁尾高山公園， 琴平
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